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今、学生は！
静岡大学　松浦みな美
続けることが強さの秘訣
女子相撲で世界を目指す
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る
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国立大学からのメッセージ

国立大学に
しかできない
教育と人材の育成

世界が直面する
課題克服のための
研究の深化

全
国
86
大
学
が
、
地
域
と
連
携
し
て
、

地
域
振
興
の
中
核
拠
点
と
な
る

積
極
的
に
国
際
社
会
と
交
流
し

国
際
貢
献
活
動
を
推
進
す
る

私
た
ち
国
立
大
学
は
、
日
本
の
知
の
拠
点
と
し
て
、
優
れ

た
人
材
の
育
成
や
基
礎
・
先
端
研
究
の
推
進
、
地
域
へ
の

貢
献
と
い
っ
た
「
公
共
的
役
割
」
を
担
い
、
我
が
国
と
人

類
社
会
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
日
の
社
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
解
決
で
き

な
い
新
た
な
多
く
の
課
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
は
、
世
界
中
の
誰
も
が
願
う
、
安
全
で
安
定
し

た
新
た
な
社
会
構
造
の
構
築
の
た
め
に
、
個
々
の
個
性
と

特
色
を
発
揮
し
な
が
ら
も
、
設
置
形
態
を
超
え
て
大
学
や

大
学
共
同
利
用
機
関
と
連
携
し
て
総
力
を
結
集
し
、
四
つ

の
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

有
機
的
連
携
で

    
未
来
を
拓
く



【
特
集
】有
機
的
連
携
で
未
来
を
拓
く

内
な
る
変
革

全
国
に
86
あ
る
国
立
大
学
は
、日
本
の
知
識
基
盤
と
し
て
、

社
会
の
発
展
の
た
め
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、

複
雑
化
す
る
現
代
社
会
で
は
、従
来
と
違
う
、科
学
知
識
と
社
会
文
化
知
の
融
合
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
に
は
、従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
、新
た
な
知
の
体
系
が
必
要
で
す
。

今
号
の
特
集
で
は
、学
部
、大
学
院
研
究
科
の
共
同
設
置
や
組
織
の
改
編
、大
学
間
の
連
携
、抜
本
的
な

組
織
の
見
直
し
な
ど
、社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
人
材
を
育
成
す
る
、革
新
的
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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遠
隔
地
の
大
学
同
士
で
獣
医
学
を
共
に
学
ぶ

岩
手
大
学
×
東
京
農
工
大
学　

北
海
道
大
学
×
帯
広
畜
産
大
学

山
口
大
学
×
鹿
児
島
大
学

　

食
の
安
全
や
感
染
症
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
、
ペ
ッ
ト
の
高
齢
化
な
ど
を

背
景
に
、
高
度
な
技
術
を
持
つ
獣
医
師

の
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
現
状
を
受
け
て
、
国
立
大
学
は
、
共

同
で
獣
医
学
課
程
を
設
置
す
る
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
か
ら
、
岩
手
大
学
農

学
部
と
東
京
農
工
大
学
農
学
部
は
共
同

獣
医
学
科
を
、
北
海
道
大
学
と
帯
広
畜

産
大
学
は
共
同
獣
医
学
課
程
を
、
ま
た

山
口
大
学
と
鹿
児
島
大
学
は
共
同
獣
医

学
部
を
そ
れ
ぞ
れ
設
立
し
ま
し
た
。

 　

例
え
ば
、
産
業
動
物
獣
医
療
の
教
育

に
実
績
の
あ
る
岩
手
大
学
と
、
伴
侶
動

物
獣
医
療
の
教
育
で
実
績
を
持
つ
東
京

農
工
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生

か
し
、
ア
ジ
ア
の
獣
医
療
を
け
ん
引
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
岩

手
大
学
で
は
、
畜
産
の
生
産
現
場
か
ら

食
品
の
安
全
性
を
管
理
す
る
動
物
医
学

食
品
安
全
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
、
東

京
農
工
大
学
で
は
、
口
蹄
疫
な
ど
の
重

要
家
畜
感
染
症
の
撲
滅
を
目
指
す
国
際

家
畜
感
染
症
防
疫
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

を
有
す
る
な
ど
、
学
生
は
い
ず
れ
の
分

野
で
も
、
最
先
端
の
研
究
を
学
べ
ま
す
。

　

共
同
獣
医
学
科
の
設
立
に
よ
り
、
両

大
学
の
教
員
・
施
設
の
共
有
・
共
用
が

可
能
に
な
り
、
学
生
は
、
互
い
の
大
学

で
充
実
し
た
演
習
を
受
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
分
野
を
活
用
で

き
る
他
、
５
年
次
の
研
究
室
配
属
で

は
、
両
大
学
か
ら
研
究
室
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
も

導
入
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
卒
業
証
書
は
、

両
大
学
連
名
で
授
与
さ
れ
ま
す
。

東京農工大学農学部附属国
際家畜感染症防疫研究教育
センターでは、口蹄疫など
の重要家畜感染症を中心
に、産業動物を始め、さま
ざまな動物の感染症の研究
を行っている。写真は、最
先端の研究を行う大学院生
と職員（下）

岩手大学：http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/cvet/cvet.html
東京農工大学：http://www.tuat.ac.jp/pickup/20110829175755/index.html
北海道大学、帯広畜産大学：http://www.vetmed.hokudai.ac.jp/kyoudou/index.html
山口大学：http://www.vet.yamaguchi-u.ac.jp/
鹿児島大学：http://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/

国
立
大
学
で
は
、個
々
の
大
学
だ
け
で
は
な
く
、

共
同
で
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。二
つ
の
大
学
が
互
い
の
強
み
を

生
か
し
て
設
置
し
た
、共
同
教
育
課
程
を
紹
介
し
ま
す
。

大
学
の
垣
根
を
超
え
る

得
意
分
野
を
さ
ら
に
生
か
し
、

教
育
・
研
究
機
能
を
強
化
す
る
共
同
教
育
課
程
を
設
置



学
校
教
育
の
諸
問
題
に
対
応
し
た

教
育
研
究
を
展
開

愛
知
教
育
大
学
×
静
岡
大
学

　

国
立
大
学
間
で
初
め
て
の
共
同
大
学

院
を
設
置
し
、
教
員
養
成
の
高
度
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。

　

愛
知
教
育
大
学
と
静
岡
大
学
は
、
後

期
３
年
博
士
課
程
と
し
て
、「
共
同
教
科

開
発
学
専
攻
」
を
２
０
１
２
年
度
に
開

設
し
ま
し
た
。
学
校
教
育
が
抱
え
る
諸

課
題
を
深
く
研
究
す
る
「
教
科
開
発
学
」

は
、
教
育
環
境
学
及
び
、
教
科
専
門
と

教
科
教
育
を
融
合
し
た
教
科
内
容
に
関

す
る
教
科
学
と
を
体
系
化
し
た
、
新
た

な
研
究
分
野
で
す
。　

　

同
専
攻
で
は
、
教
員
養
成
に
力
を
入

れ
て
き
た
、
中
部
地
方
の
教
育
学
部
で
１
、

２
番
目
の
規
模
の
両
大
学
の
実
績
を
生

か
し
、「
教
科
開
発
学
」
を
修
得
し
た
大

学
教
員
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。　

　

学
生
は
、
本
籍
を
置
く
大
学
の
主
指

導
教
員
と
、
両
大
学
か
ら
少
な
く
と
も

１
人
以
上
の
副
指
導
教
員
の
計
３
人
以

上
の
教
員
か
ら
、
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

国
立
大
学
と
公
立
大
学
と
で

循
環
型
社
会
を
担
う
人
材
を
育
成

秋
田
大
学
×
秋
田
県
立
大
学

　

国
立
大
学
と
公
立
大
学
が
連
携
す
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源
学
研
究

科
と
秋
田
県
立
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム

科
学
技
術
研
究
科
は
、
２
０
１
２
年
度
、

博
士
前
期
課
程
と
し
て
、「
共
同
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

 

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
工
学
」

と
は
、
資
源
の
採
掘
、
製
品
の
企
画
・

設
計
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
至
る

ま
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
考
慮

す
る
工
学
で
す
。
資
源
・
環
境
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
研
究
分
野
に
強
み
を

有
す
る
秋
田
大
学
と
、
経
営
工
学
研
究

分
野
に
強
み
を
有
す
る
秋
田
県
立
大
学

の
特
色
を
生
か
し
、
資
源
・
環
境
工
学

か
ら
経
営
工
学
に
ま
で
及
ぶ
広
範
囲
の

知
識
を
基
盤
と
し
、
現
在
の
産
業
社
会

が
直
面
し
て
い
る
環
境
問
題
の
解
決
に

寄
与
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

愛知教育大学・静岡大学教育学研究科共同教科開発学専攻：
http://subdev.ed.shizuoka.ac.jp/

ライフサイクルデザインの概念図

秋田大学：http://www.lcd.eng.akita-u.ac.jp/
秋田県立大学：http://www.akita-pu.ac.jp/daigakuin/lcd/

遠隔授業システムによって、キャ
ンパスが離れていても双方向コ
ミュニケーションが可能

【特集】　有機的連携で未来を拓く 内なる変革
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地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

山
梨
大
学　

北
海
道
教
育
大
学

　

全
国
各
地
に
所
在
す
る
国
立
大
学
は
、

地
域
に
根
差
し
、
地
域
振
興
を
主
導
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

山
梨
大
学
で
は
、
以
前
か
ら
地
域
の

要
請
が
あ
っ
た
農
学
系
学
部
「
生
命
環

境
学
部
」
を
２
０
１
２
年
度
に
創
設
し

ま
し
た
。
同
学
部
は
、「
自
然
と
共
生
可

能
な
豊
か
な
地
域
社
会
の
創
生
」
を
基

本
理
念
と
し
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
と
そ
の
応
用
を
学
ぶ
「
生
命
工

学
科
」、
ワ
イ
ン
科
学
を
含
む
食
物
科
学

や
農
学
の
専
門
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
「
地

域
食
物
科
学
科
」、
自
然
環
境
の
調
査
・

解
析
・
評
価
及
び
管
理
能
力
を
育
成
す

る
「
環
境
科
学
科
」、
社
会
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
学
ぶ
「
地

域
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
」
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
学
部
で
は
、
実
験
や

実
習
、
演
習
系
の
授
業
を
重
視
し
、
高

い
実
践
力
と
課
題
解
決
力
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
教
育
大
学
で
も
、
国

際
感
覚
を
持
っ
て
地
域
課
題
に
取
り
組

む
「
国
際
地
域
学
部
」
と
、
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
の
専
門
性
を
住
民
の
健
康
づ
く

り
・
生
き
が
い
の
創
出
・
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
「
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
」

の
設
置
を
構
想
中
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
に
し

た
が
い
、
国
立
大
学
が
国
際
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
急

務
で
す
。

　

東
京
外
国
語
大
学
は
、
２
０
１
２
年

度
よ
り
、「
外
国
語
学
部
」
を
「
言
語
文

化
学
部
」
と
「
国
際
社
会
学
部
」
に
改

編
し
ま
し
た
。
３
地
域
と
１
言
語
を
新

た
な
専
門
と
し
て
加
え
、
学
術
専
門
分

野
に
応
じ
、
言
語
間
・
文
化
間
の
媒
介

者
と
な
る
「
国
際
教
養
人
」、
及
び
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
活
躍
す
る
「
国
際
職

業
人
」
を
育
成
し
ま
す
。

　

電
気
通
信
大
学
で
も
、
２
０
１
０
年

度
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か

わ
る
科
学
技
術
を
融
合
し
、
体
系
化
し

た
「
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
」

と
い
う
新
た
な
概
念
に
基
づ
き
、「
情
報

理
工
学
部
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
岡
山
大
学
大
学
院
も
、２
０
１
２

年
度
に
「
環
境
生
命
科
学
研
究
科
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

国際社会に羽ばたく
東京外国語大学　電気通信大学　岡山大学

岡山大学大学院「環境生命科学研究科」では、国際的な視
野と高度な専門能力で環境・食料問題を解決できる人材を
育成。写真は、廃棄物問題を抱えるスリランカの街の様子

東京外国語大学：http://www.tufs.ac.jp/education/
電気通信大学：http://www.uec.ac.jp/department/ie/
岡山大学：http://www.gels.okayama-u.ac.jp/

急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
す
る
社
会
に
応
じ
て
、国
立
大
学
も
大
胆
に
そ
の
形
を

変
え
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、組
織
を
再
編
成
し
た
大
学
を「
地
域
社
会
」、

「
国
際
社
会
」、「
専
門
分
野
」、「
高
度
医
療
」の
四
つ
の
観
点
か
ら
、紹
介
し
ま
す
。

組
織
を
改
変
す
る

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

卓
越
し
た
人
材
を
育
て
る

山梨大学でワイン科学を研究する学生
山梨大学：http://www.les.yamanashi.ac.jp/
北海道教育大学：http://www.hokkyodai.ac.jp/



専
門
分
野
を
究
め
る

名
古
屋
大
学　

横
浜
国
立
大
学　

信
州
大
学

　

国
立
大
学
は
、
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
技
術
者
・
研
究
者
を
育
成
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
大
学
は
、
２
０
１
２
年
度
か

ら
、「
大
学
院
創
薬
科
学
研
究
科
」
を
設

置
し
、「
基
盤
創
薬
学
専
攻
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
天
然
物
化
学
や

有
機
合
成
化
学
及
び
生
命
科
学
分
野
で

の
実
績
を
生
か
し
、
医
薬
品
の
設
計
合

成
や
、
疾
病
や
薬
効
の
解
析
に
役
立
つ

基
礎
技
術
の
開
発
に
お
い
て
、
先
端
的

な
研
究
を
推
進
し
ま
す
。
同
専
攻
で
は
、

薬
学
部
の
み
な
ら
ず
、
理
学
部
、
工
学

部
、
農
学
部
な
ど
の
出
身
の
学
生
も
広

く
受
け
入
れ
、
薬
学
固
有
の
科
目
に
加

え
、
多
分
野
に
ま
た
が
っ
て
研
究
基
盤

を
習
得
で
き
る
創
薬
基
礎
・
専
門
科
目

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
国
立
大
学
で
も
、
２
０
１
１
年

度
に
、
従
来
の
工
学
部
を
改
編
し
、「
理

工
学
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
従
来
工

学
部
に
あ
っ
た
分
野
の
他
に
、
地
球
生

態
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
数
理
科
学
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
も
、
２
０
１
２
年
度
よ
り
、

大
学
院
に
理
学
、
工
学
、
繊
維
学
分
野
か

ら
成
る
、「
理
工
学
系
研
究
科
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
科
学
・
技
術
の
発
展
の
み
な

ら
ず
、
地
球
環
境
問
題
に
も
取
り
組
む
研

究
協
力
体
制
を
整
え
、
高
度
な
科
学
・
技

術
を
駆
使
し
、
自
然
と
共
存
す
る
社
会
基

盤
を
築
く
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

横浜国立大学では、機械設計の授
業の一環として、電気自動車の構
想・設計・製作・走行を行う

名古屋大学：http://www.ps.nagoya-u.ac.jp/
横浜国立大学：http://www.es.ynu.ac.jp/
信州大学：http://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/research/
technology/index.html

こ
れ
か
ら
の
高
度
医
療
を
担
う

広
島
大
学　

金
沢
大
学

　

21
世
紀
の
少
子
・
高
齢
社
会
の
医
療

に
お
い
て
は
、
各
分
野
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
結
束
し
、
研
究
・
治
療
に
当
た
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
高
度

医
療
に
不
可
欠
な
、
他
分
野
と
連
携
し

て
患
者
の
治
療
に
当
た
る
チ
ー
ム
医
療

を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
広

島
大
学
は
、
２
０
１
２
年
度
、
大
学
院

に
「
医
歯
薬
保
健
学
研
究
科
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
同
大
学
は
、
医
学
、
歯
学
、

薬
学
、
保
健
学
、
原
爆
放
射
線
医
科
学

広島大学：http://www.hiroshima-u.ac.jp/news/show/id/12348
金沢大学：http://www.kanazawa-u.ac.jp/graduate_school/index.html

【特集】　有機的連携で未来を拓く 内なる変革

研
究
所
（
原
医
研
）、
大
学
病
院
と
医

療
系
す
べ
て
の
教
育
・
研
究
・
臨
床
の

分
野
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
徴
を

最
大
限
に
生
か
し
、
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
を

充
実
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
し
、

異
分
野
融
合
研
究
の
基
盤
を
作
り
ま
す
。

　

金
沢
大
学
で
も
大
学
院
に
、
学
問
領

域
を
超
え
た
質
の
高
い
医
療
人
・
研
究

者
の
養
成
を
目
指
し
、
２
０
１
２
年
度

に
「
医
学
系
研
究
科
」
を
「
医
薬
保
健

学
総
合
研
究
科
」
に
改
組
し
ま
し
た
。

　

課
題
解
決
に
向
け
て
、
複
数
の
大

学
が
協
働
で
教
育
研
究
機
関
を
設
置

す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
大
学
と
金
沢
大
学
、
浜
松
医

科
大
学
は
、
２
０
０
９
年
度
に
連
合

大
学
院
「
連
合
小
児
発
達
学
研
究
科
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
従
来
は
主
に
社

会
心
理
学
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
、

子
ど
も
の
心
の
問
題
を
医
科
学
的
見

地
か
ら
研
究
し
ま
す
。
２
０
１
２
年

度
か
ら
は
、
千
葉
大
学
、
福
井
大
学

も
参
加
し
、
５
大
学
に
よ
る
連
合
大

学
院
と
な
り
ま
し
た
。
既
存
の
領
域

を
超
え
た
新
研
究
領
域
「
子
ど
も
の

子
ど
も
の
心
の
専
門
家
を
育
成

５
大
学
連
合
大
学
院
の
挑
戦

大
阪
大
学
×
金
沢
大
学
×
浜
松
医
科
大
学
×
千
葉
大
学
×
福
井
大
学

５大学が密接なネットワークを築き、連合大学院を形成
http://www.ugscd.osaka-u.ac.jp/

連合小児
発達学研究科

大阪大学金沢大学

千葉大学 浜松
医科大学

５大学による連合大学院

福井大学

心
と
脳
発
達
学
」
の
研
究
者
、
子
ど

も
の
心
に
携
わ
る
指
導
者
や
高
度
専

門
家
を
、
協
働
で
育
成
し
ま
す
。
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「
学
群
・
学
類
・
学
系
」で
、

文
系
と
理
系
の
壁
を
超
え
る
　
福
島
大
学

　

２
０
０
４
年
10
月
か
ら
、
福
島
大
学

は
従
来
の「
学
部
・
学
科
」
か
ら
「
学
群
・

学
類
・
学
系
」
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
文
理
融
合
の

発
想
と
知
識
を
生
か
し
た
教
育
研
究
活

動
が
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
対
応
で

は
積
極
的
な
地
域
支
援
活
動
へ
と
展
開

し
ま
し
た
。
発
達
心
理
学
・
教
育
心
理

学
の
人
文
系
と
、
実
験
心
理
学
・
精
神

生
理
学
の
理
工
系
の
教
員
が
協
働
で
作

成
し
た
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
ス
ト

レ
ス
対
処
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
や
、
地
域

経
済
専
門
の
教
員
と
理
工
系
の
教
員
が

中
心
と
な
り
、
そ
の
場
で
放
射
線
の
数

値
を
測
定
し
な
が
ら
地
元
の
食
材
を
販

売
す
る
「
復
興
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催
が

一
例
で
す
。
こ
れ
ら
分
野
横
断
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し

ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
に
つ

な
が
り
、
同
大
学
は
組
織
的
に
震
災
復

興
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
元
住
民
の

信
頼
を
得
て
い
る
、
地
方
の
国
立
大
学

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

　

更
に
同
大
学
で
は
、
災
害
時
や
環
境

問
題
に
貢
献
す
る
、
微
風
で
発
電
す
る

風
車
の
研
究
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

http://www.fukushima-u.ac.jp/
new/13-kenkyu/index.html

「子どもたちのためのストレ
ス対処リーフレット」（左）
と、農産物の販売や放射能
測定検査のデモンストレー
ションを行った「復興マル
シェ」（下）

「
学
府
・
研
究
院
」で

総
合
的
視
点
を
持
つ

人
材
を
育
て
る

九
州
大
学

　

九
州
大
学
で
は
２
０
０
０
年
度
か
ら
、

大
学
院
に
学
府
・
研
究
院
制
度
を
導
入

し
、
教
育
上
の
目
的
と
研
究
上
の
目
的

の
い
ず
れ
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組

織
編
成
と
し
ま
し
た
。
同
制
度
導
入
後
、

今
日
的
課
題
に
対
応
し
た
研
究
組
織
が

多
数
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育

組
織
で
は
、
生
命
科
学
と
情
報
科
学
・

工
学
と
の
融
合
を
図
る
「
シ
ス
テ
ム
生

命
科
学
府
」、
異
な
る
専
門
分
野
か
ら
知

の
統
合
と
創
造
を
図
る
「
統
合
新
領
域

学
府
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
初
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

研
究
院
の
枠
を
超
え
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
３
学
域
・
16
学
類
」で

学
問
の
基
礎
を
固
め
る

金
沢
大
学

　

金
沢
大
学
は
２
０
０
８
年
度
、
従
来

の
８
学
部
・
25
学
科
を
、
３
学
域
・
16

学
類
に
改
組
し
ま
し
た
。
学
域
と
は
従

来
の
学
部
を
学
問
領
域
ご
と
に
大
き
く

包
括
し
た
組
織
で
、
学
類
と
は
従
来
の

学
科
を
束
ね
た
組
織
で
す
。
選
択
自
由

度
の
高
い
学
域
学
類
制
の
導
入
に
よ
り
、

現
代
社
会
の
課
題
に
対
応
で
き
る
応
用

力
と
創
造
力
に
富
む
人
材
養
成
の
方
向

付
け
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
教
員

も
従
来
の
学
部
の
枠
を
超
え
て
幅
広
い

分
野
で
の
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

横
断
的
な
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
枠
組
み
を
壊
す

現
在
、社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
複
雑
化
に
よ
っ
て
、

新
領
域
の
研
究
や
総
合
的
視
点
を
持
つ
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
課
題
に
対
応
す
べ
く
、大
学
の
組
織
編
成
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

分
野
横
断
型
の
組
織
を
つ
く
り
、

複
雑
化
す
る
社
会
を
リ
ー
ド

【特集】　有機的連携で未来を拓く 内なる変革

入学から卒業までの流れ

専
門
教
育

共
通
教
育

専
門
基
礎
教
育

卒
業

入
学

１年生 2 〜 3年生・4 年生

コース

コース

コース

副専攻

主
専
攻

「学類」という幅広い枠組みで入学。基礎を学んでから、
専門領域を決める「経過選択制」や、複眼で学ぶ「主
専攻・副専攻制」などにより、学びを広げ、一人ひと
りを成長させる
http://www.kanazawa-u.ac.jp/reorganization

http://www.kyushu-u.ac.jp/university/data/gaiyou23jpn/H23gaiyo_P10.pdf　http://www.kyushu-u.ac.jp/university/change/gakufu/index.php
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野
村
萬
斎

撮影／鈴木理策

狂
言
師
と
し
て
、狂
言
は
も
ち
ろ
ん
、現
代
劇
で
も
演
者
と
し
て
や

演
出
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
野
村
萬
斎
さ
ん
。古
典
芸
能
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、

新
た
な
世
界
を
切
り
開
い
て
い
る
萬
斎
さ
ん
に
、そ
の
心
構
え
を
伺
い
ま
し
た
。

幅
広
い
視
野
や
経
験
の
上
に
立
っ
て
、

狂
言
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
東
京
藝
術
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
初
め
て
同
世
代
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
卵
た
ち
と
向
き
合
え
、
そ
の
こ

と
は
僕
の
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、

芸
術
の
幅
の
広
さ
を
実
感
し
ま
し
た
し
、

芸
術
を
多
角
的
に
と
ら
え
る
意
識
が
持
て

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。

僕
は
、
教
養
と
は
、
多
面
的
に
物
事
を

見
て
、
そ
れ
ら
を
分
化
す
る
の
で
は
な
く
、

束
ね
る
考
え
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大

学
で
は
、
専
門
的
な
基
礎
知
識
と
同
時
に
、

教
養
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
藝
術
大
学
で
は
、
非
常
勤
講
師
と

し
て
狂
言
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、
狂
言

の
コ
ー
ス
以
外
の
学
生
も
い
ま
す
の
で
、

「
芸
術
と
は
な
ん
ぞ
や
」
と
い
う
こ
と
を
、

狂
言
を
題
材
に
皆
で
考
え
る
授
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
狂
言
の
「
構
え
」
を
例
に
あ

げ
て
、「
そ
も
そ
も
立
つ
と
は
ど
う
い
う

芸
術
の
幅
広
さ
を
実
感
し
た

東
京
藝
術
大
学
で
の
経
験

「
教
養
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

も
の
の
見
方
が
広
が
る

教
養
を
持
っ
て
物
事
に
臨
め
ば
、

よ
り
幅
広
い

豊
か
な
世
界
が
見
え
て
く
る

Opinion
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
つ
こ
と

そ
こ
か
ら
自
信
と
個
性
が
生
ま
れ
る

京
大
学
で
表
象
文
化
論
と
い
う
講
義
を
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
東
京
大
学
の
先

生
方
の
「
知
」
と
交
わ
れ
た
こ
と
は
、
僕

の
よ
う
な
現
場
の
人
間
に
と
っ
て
、
す
て

き
な
出
会
い
で
し
た
。
お
陰
で
、
も
の
の

考
え
方
が
広
く
な
り
ま
し
た
。

国
立
大
学
は
公
共
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
公
共
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

劇
場
で
考
え
る
と
、
公
共
劇
場
で
は
民
間

と
は
違
い
、
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の

を
や
り
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
長
い
タ
ー
ム
で
物
事
を
考
え
る
こ

と
が
、
公
共
性
の
あ
り
方
の
一
つ
で
し
ょ

う
。
即
時
性
や
即
物
性
と
は
違
う
、
時
間

に
流
さ
れ
ず
に
本
質
的
な
こ
と
を
地
道
に

や
る
と
い
う
こ
と
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
更
に
、
日

本
や
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
は

何
か
を
考
え
続
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

大
学
で
考
え
た
場
合
、
国
立
大
学
と
い

う
の
は
、
日
本
と
い
う
国
を
背
負
う
大
学

で
し
ょ
う
し
、
東
京
藝
術
大
学
で
あ
れ
ば
、

日
本
の
芸
術
教
育
の
総
本
山
で
あ
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
民
間

に
負
け
な
い
よ
う
な
話
題
づ
く
り
も
し
な

意
味
だ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
に
基
づ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
で
す
。
こ
う

し
た
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
専
門
分
野

を
よ
り
立
体
的
に
、
広
く
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
専
門
や
自
分
自
身
を
客
観
視
す

る
発
想
を
持
つ
こ
と
は
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と

競
争
し
て
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
、
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
僕
自
身
、

そ
の
よ
う
に
考
え
て
狂
言
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し

た
時
、
狂
言
を
教
養
と
し
て
身
に
つ
け
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
軸
が
ぶ
れ
る
こ

と
な
く
、
他
ジ
ャ
ン
ル
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、

今
、
な
ぜ
狂
言
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
を
、
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
学
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
程
度
専
門

的
な
こ
と
を
学
ぶ
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
方

で
、
そ
れ
を
広
く
平
ら
に
見
る
力
も
両
立

し
て
学
ば
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
い
い

先
生
が
い
て
、
そ
の
先
生
の
胸
を
借
り
て

実
地
的
に
も
の
の
考
え
方
を
学
び
、
ま
た
、

先
生
が
ど
の
よ
う
に
教
養
を
持
っ
て
、
自

分
の
専
門
分
野
を
と
ら
え
て
い
る
の
か
を

学
ぶ
と
こ
ろ
だ
と
考
え
ま
す
。
以
前
、
東

公
共
性
の
本
来
の
あ
り
方
と
は

本
質
的
な
価
値
を
求
め
る
こ
と
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け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

現
在
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

と
い
う
公
共
劇
場
で
芸
術
監
督
を
し
て
い

ま
す
が
、
い
か
に
地
域
に
還
元
す
る
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
客
さ
ん

が
多
く
入
る
と
い
う
よ
う
な
、
目
に
見
え

る
還
元
が
多
い
と
い
い
の
で
す
が
、
目
に

見
え
な
い
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
こ
で
つ
く
っ
た
『
ま
ち
が

い
の
狂
言
』
と
い
う
僕
の
作
品
は
、
日
本

だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ

で
も
上
演
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
世
田
谷

区
在
住
の
方
が
、「
世
田
谷
に
は
、
野
球

チ
ー
ム
も
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
も
な
い
け
れ

ど
、
こ
の
劇
場
が
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思

う
。
世
田
谷
で
つ
く
っ
た
作
品
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
の
成
果
を
見
せ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
、
胸
を
張
り
た
い
」
と
言
っ
て
下

さ
っ
て
、
感
激
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ど
こ

ま
で
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
公
共
と
い
う
の
は
、「
場
」
と
「
時

間
」
を
持
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
を

う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

情
報
を
上
手
に
発
信
し
て
、
地
域
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
使
っ
て
も
ら

わ
な
い
限
り
、
無
駄
遣
い
に
な
り
か
ね
な

い
の
で
す
か
ら
、
地
域
の
方
に
と
っ
て
魅

力
的
で
、
意
義
を
感
じ
る
時
間
や
場
を
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
は
大

事
で
す
が
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
部
分
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
他
県
と
交
流

す
る
な
ど
、
渉
外
的
な
部
分
も
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

現
代
の
若
者
は
内
向
き
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ど
れ
だ
け
自
分
に

日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
と
し
て
戦
い
た
い
、

ど
こ
か
で
力
比
べ
し
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
が
な
い
と
、
外
に
は
出
て
い
け
な
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

外
に
目
を
向
け
る
に
は
、
自
信
を
つ
け

戦
う
こ
と
を
放
棄
し
な
い

そ
こ
か
ら
個
性
が
生
ま
れ
る

「立つ」という行為一つをとっても、
他の分野に目を向けることで別の角度
から考えることができるようになる

地
域
に
貢
献
す
る
た
め
に
は

「
時
間
」
と
「
場
」
を
う
ま
く
使
う

Opinion

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
信
を

つ
け
る
と
は
、
個
性
を
持
つ
こ
と
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
性
と
い
う
の

は
、
他
者
に
対
す
る
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
の
一
つ
の
表
現
で
す
か
ら
、「
私

は
生
き
て
い
る
」
と
い
う
実
感
を
持
つ
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
個
性
の
出
し
方
を
教
え
な
い

で
個
性
を
出
せ
と
い
う
の
は
無
理
な
話
で

す
か
ら
、
個
性
を
出
す
方
法
論
を
教
え
ら

れ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

実
は
、
僕
は
「
草
食
系
男
子
」
と
い
う

言
葉
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
、
誰
に
対
し
て
も
闘
争
心
を
持
て
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
あ
る
程
度
、
傷

つ
け
ら
れ
た
り
傷
つ
け
た
り
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
も
含
め
て
の
戦
い
で
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
か
ら

逃
げ
回
っ
て
い
て
は
、
生
き
て
い
け
な
い

ぞ
っ
て
言
い
た
い
で
す
ね
。

野村萬斎（のむら  まんさい）
狂言師。1966年、東京都生まれ。野村万作（人間国宝）の長男。1989年、東
京藝術大学音楽学部邦楽科能楽専攻卒業。3歳で初舞台を踏む。1994年、萬
斎を襲名。同年、文化庁の芸術家在外研修制度でイギリスに留学。1年間ロイ
ヤル・シェイクスピア・カンパニーで学ぶ。2002年、「世田谷パブリックシア
ター」芸術監督に就任。狂言の普及に努める一方、狂言の技術を駆使した演
出を手掛けるなど、現代劇や映画、テレビやCMなど、幅広い活動を続けている。
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国
立
大
学
に
は
、
美
術
館
や
博
物
館
、
一
般
の
人
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
各
支
部
お
す
す
め
の
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

学術研究の歴史的な資料を公開！
新潟大学（関東・甲信越支部）

新
潟
大
学
は
、
長
い
年
月
の

間
に
蓄
積
さ
れ
た
学
術
資
料
を

学
内
外
に
公
開
す
る
た
め
に
、

２
０
０
１
年
に
新
潟
大
学
旭
町

学
術
資
料
展
示
館
（
創
設
時
は

新
潟
大
学
旭
町
学
術
資
料
展
示

室
。
通
称
は
、
あ
さ
ひ
ま
ち
展

示
館
）
を
開
館
し
ま
し
た
。

展
示
館
は
旭
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
り
、
１
９
２
９
年
の
建
築

当
初
か
ら
、
旧
制
新
潟
師
範
学

校
の
児
童
博
物
館
な
ど
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
新
潟

市
に
現
存
す
る
、
昭
和
初
期
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建

物
と
し
て
は
最
古
級
で
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。

同
館
で
は
、
新
潟
の
原
始
・

古
代
に
関
す
る
資
料
や
美
術
品

な
ど
、
同
大
学
の
学
術
研
究
の

歴
史
を
伝
え
る
資
料
を
公
開
す

る
常
設
展
示
の
他
、
年
３
回
程

度
の
企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

新
潟
大
学
旭
町
学
術
資
料
展
示
館

旭
川
医
科
大
学
で
は
、
地
域

の
人
々
を
対
象
に
、
病
気
治
療

や
健
康
に
関
す
る
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
し
て
い

ま
す
。同
大
学
で
は
、こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
情
報
の
博
物
館
と
し
、

　﹁
北
海
道
メ
デ
ィ
カ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

年
に
約
４
回
配
信
さ
れ
る
公

開
型
講
座
で
は
、
道
内
各
地
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
遠
隔
地

の
聴
講
者
で
も
、
講
演
者
に
直

接
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
大
学
と

大
学
病
院
、
自
治
体
な
ど
が
共

同
で
行
う
社
会
貢
献
事
業
で
、

同
大
学
の
理
念
で
あ
る
﹁
地

域
医
療
に
根
ざ
し

た
医
療
･
福
祉
の

向
上
に
貢
献
す
る
」

こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

インターネット上の情報博物館
「北海道メディカルミュージアム」
旭川医科大学（北海道支部）

聴講者の質
疑に答える
講演者

弘
前
大
学
の
旧
制
弘
前
高
等

学
校
外
国
人
教
師
館
は
、
１
９

２
５
年
に
旧
官
立
弘
前
高
等
学

校
の
外
国
人
教
師
宿
舎
と
し
て

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
職
員
宿
舎
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
道

路
拡
幅
に
伴
い
、
取
り
壊
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
唯
一
残
っ
て
い
る 

旧
制
弘
前
高
等
学
校
の
建
物
で

あ
る
こ
と
や
、
弘
前
市
に
お
け

る
大
正
時
代
の
数
少
な
い
建
物

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移

築
へ
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
２

０
０
４
年
に
文
京
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

木
造
２
階
建
て
の
端
正
な
洋

風
住
宅
の
教
師
館
は
、
現
在
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ

て
お
り
、
一
般
に
も
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
弘
前
大
学

は
、
文
京
町
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

を
博
物
館
と
し
て
開
放
し
、
子

ど
も
た
ち
に
科
学
の
面
白
さ
を

伝
え
る
﹁
弘
前
大
学
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
外
国
人
教
師
館
は
、
そ
の

総
合
案
内
所
の
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。

大
正
時
代
の
趣
を
伝
え
る

外
国
人
教
師
の
宿
舎

弘
前
大
学
（
東
北
支
部
）

旧制弘前高等学校外国人教師館 理
科
の
魅
力
を
伝
え
る
教
員
を
育
成

理
科
教
員
高
度
支
援
セ
ン
タ
ー

東
京
学
芸
大
学
（
東
京
支
部
）

理
科
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
ら
れ
る
教
員
を
育
成
す

る
た
め
に
、
２
０
１
０
年
に
設

立
さ
れ
た
の
が
、
東
京
学
芸
大

学
理
科
教
員
高
度
支
援
セ
ン

タ
ー
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
ｅ
Ｓ
Ｔ
）
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
理
科
を
専

門
と
し
な
い
小
学
校
教
員
が
基

礎
技
術
を
習
得
で
き
る
研
修
や
、

中
・
高
等
学
校
の
理
科
教
員
が

最
先
端
の
科
学
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
研
修
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
度
に
は
、
航
空

機
で
の
無
重
量
実
験
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
理
科
学
習
に
は
、

机
上
の
学
習
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
ま

ず
、
教
員
に
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
研
修
参

加
者
は
、
機
内
で
撮
影
し
た
映

像
を
授
業
で
活
用
で
き
ま
す
。

無
重
量
状
態
に
な
っ
た

機
内
で
、
実
験
を
す
る

研
修
参
加
者
た
ち

発
見
！
国
立
大
学

--
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
＆

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ--

支部通信
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ハーンの著作「耳なし芳一」の原点といわれる『臥遊奇談』（1782 年）

広重の「雪月花三部作」の「花」
に当たる作品『阿波鳴門之風
景』。鳴門海峡の渦潮を花に
見立てている

富
山
大
学
附
属
図
書
館
は
、

　『
怪
談
』
な
ど
の
作
品
で
知
ら

れ
る
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
（
小
泉
八
雲
）
の
蔵
書
を
集

め
た
﹁
ヘ
ル
ン
文
庫
」
を
保
存

し
て
い
ま
す
。
名
称
は
、
ハ
ー

ン
が
当
時
﹁
ヘ
ル
ン
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。

同
文
庫
は
、
旧
制
富
山
高
等

学
校
の
開
校
時
に
、
ハ
ー
ン
の

蔵
書
を
同
校
に
譲
り
受
け
た
い

と
い
う
初
代
校
長
の
熱
意
に
応

え
、
北
前
船
交
易
で
財
を
な
し

た
馬
場
家
の
は
る
氏
が
ハ
ー
ン

の
遺
族
か
ら
購
入
し
、
寄
贈
し

た
も
の
で
す
。

﹁
ヘ
ル
ン
文
庫
」
は
、
一
般
に

公
開
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
上

で
も
一
部
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン（
小
泉
八
雲
）の

旧
蔵
書

富
山
大
学
（
東
海
・
北
陸
支
部
）

鳴門の渦潮を描いた
広重の最晩年作
鳴門教育大学（中国・四国支部）

鹿屋体育大学・北川
教授（体操）の獲得
メダルや、卒業生の
津曲選手（バレーボ
ール）のユニフォー
ムなどの展示品

鳴
門
教
育
大
学
附
属
図
書
館

は
２
０
１
１
年
、
創
立
30
周
年

記
念
展
示
﹁
描
か
れ
た
近
世
阿

波
の
風
景
」
で
、
浮
世
絵
『
阿

波
鳴
門
之
風
景
』
を
中
心
に
、

近
世
阿
波
に
関
す
る
資
料
の
展

示
・
解
説
を
行
い
ま
し
た
。『
阿

波
鳴
門
之
風
景
』
は
、
初
代
歌

川
広
重
の
最
晩
年
作
で
、
同
大

学
が
創
立
30
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
購
入
し
ま
し
た
。

『
阿
波
鳴
門
之
風
景
』
は
、
徳

島
県
民
に
名
前
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
実

物
を
見
ら
れ
る
機
会
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
来
場
者
か
ら
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

附
属
図
書
館
で
は
、
今
後
も

所
蔵
資
料
や
絵
図
な
ど
の
公
開

を
、
開
放
事
業
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
２
０
１

１
年
に
開
学
30
周
年
を
記
念
し

て
、
同
大
学
の
教
育
・
研
究
が

社
会
に
果
た
し
て
き
た
役
割
と

成
果
を
、
広
く
社
会
に
発
信
す

る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　﹁
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ 

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」

　（
ニ
フ
ス　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
を

開
設
し
ま
し
た
。
同
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
英

文
表
記
（N

ational Institute 

of Fitness and Sports in 

KAN
O
YA

）
の
頭
文
字
を
取
り
、

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
メ
ダ
ル
や

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
同
大
学
の
地

域
貢
献
の
紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
を

展
示
し
、
中
高
生
や
市
民
に
公

開
し
て
い
ま
す
。

教育研究の成果を発信する
スポーツ文化ギャラリー
鹿屋体育大学（九州支部）

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工

芸
資
料
館
は
、
前
身
校
の
一
つ

で
あ
る
京
都
高
等
工
芸
学
校
教

授
の
浅
井
忠
、
武
田
五
一
ら
が
、

図
案
科
の
教
材
に
と
欧
州
か
ら

持
ち
帰
っ
た
ポ
ス
タ
ー
、
陶
磁

器
、
彫
刻
、
染
織
品
な
ど
を
所

蔵
品
の
基
礎
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
他
に
、
ロ
ー
ト
レ
ッ

ク
や
ミ
ュ
シ
ャ
の
ポ
ス
タ
ー
や
、

村
野
藤
吾
の
建
築
図
面
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、浅
井
が
東
宮
御
所（
現

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
）
の
壁
掛
け

の
原
画
と
し
て
制
作
し
た
『
武

士
山
狩
図
』
と
そ
の
習
作
は
、

制
作
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
学
生
た

ち
の
教
育
・
研
究
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
順
次
展
示
し
、
一

般
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

館
内
展
示
風
景
（
上
）
と
ロ
ー

ト
レ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
『
デ
ィ

ヴ
ァ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』（
左
）

欧
州
の
美
術
品
や

教
授
の
作
品
を
展
示

京
都
工
芸
繊
維
大
学
（
近
畿
支
部
）



13

相
撲
の
お
陰
で
、
こ
こ
一
番
の
勝
負

強
さ
が
身
に
つ
き
ま
し
た
し
、
土
俵
の

周
り
は
す
べ
て
観
客
な
の
で
、
度
胸
も

つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
大
会
で
優
勝

で
き
た
の
も
、
ず
っ
と
練
習
を
続
け
て

き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
―
昨
年
の
ア
ジ
ア
女
子
相
撲
選
手
権

大
会
で
は
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
ね

４
歳
上
の
姉
も
相
撲
を
や
っ
て
お
り
、

国
際
大
会
で
既
に
優
勝
し
て
い
た
の
で
、

私
も
ず
っ
と
出
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
出
場
選
手
に
選
ば
れ
た

時
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

国
際
大
会
は
初
め
て
で
、
緊
張
も
し

ま
し
た
が
、
の
び
の
び
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

海
外
の
選
手
と
対
戦
し
た
の
も
初
め

で
、
体
格
差
が
ハ
ン
デ
に
な
る
レ
ス
リ

ン
グ
よ
り
も
、
勝
て
る
可
能
性
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
寝
技
な
ど
が
あ
り
、
長
期
戦

と
な
る
レ
ス
リ
ン
グ
に
比
べ
、
相
撲
は

相
手
を
倒
せ
ば
終
わ
り
で
す
。
一
瞬
で

勝
負
が
決
ま
る
と
こ
ろ
が
、
私
に
は
合
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
練
習
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
選
手
を
相
手
に
試
合
運
び
に
つ

い
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
数
多
く
の

番
数
（
相
撲
の
取
組
の
数
）
を
こ
な
せ

る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

と
同
じ
で
、
違
う
の
は
服
装
く
ら
い
で

す
。
大
き
な
大
会
が
年
間
で
４
回
ほ
ど
あ

り
、
一
つ
の
大
会
に
１
５
０
人
く
ら
い
参

加
し
ま
す
。
最
近
は
小
学
生
の
参
加
者
も

多
く
、
競
技
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
大

相
撲
と
の
違
い
は
、
男
子
・
女
子
共
に
、

大
会
で
は
体
重
に
よ
っ
て
階
級
が
分
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

相
撲
は
体
格
差
の
あ
る
相
手
で
も
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
せ
ば
、
勝
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
と
も
と
幼
稚
園
の
頃
か

ら
レ
ス
リ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
私
は
身
長
が
あ
ま
り
高
く
な
い
の

―
―
相
撲
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
下
さ
い

母
の
勧
め
で
小
学
４
年
生
の
時
に
、

相
撲
の
大
会
に
出
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

５
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
地
元
の
「
や

い
づ
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
」
に
入
り
、
本

格
的
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
も

同
じ
ク
ラ
ブ
で
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

女
子
相
撲
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
す
が
、
ル
ー
ル
や
技
は
男
子

二
人
で
勝
つ
と
う
れ
し
さ
も
二
倍

姉
妹
で
一
緒
に
勝
ち
た
い

松浦 みな美
静岡大学教育学部　保健体育教育専修４年

今、学生は
静
岡
大
学
教
育
学
部
の
松
浦
み
な
美
さ
ん
は
、
２
０
１
１
年
に
ア
ジ
ア
女
子
相
撲
選
手
権

大
会
の
軽
量
級
で
見
事
優
勝
し
、
こ
の
他
に
、
東
日
本
学
生
女
子
相
撲
選
手
権
大
会
な
ど

で
も
優
勝
し
て
い
ま
す
。
松
浦
さ
ん
に
、
女
子
相
撲
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

続
け
る
こ
と
が
強
さ
の
秘
訣

女
子
相
撲
で
世
界
を
目
指
す

静
岡
大
学
　
松
浦 

み
な
美
さ
ん

まわしをつけての練習では、
作法も本格的に行う。写真
は、取組前に行う「塵手水」

2011 年に台湾で開催された、アジア女子相
撲選手権では、表彰台の頂点に立った

体
格
差
が
ハ
ン
デ
に
な
ら
ず
、

一
瞬
で
勝
負
が
決
ま
る
と
こ
ろ
が
魅
力

！
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まわしをつかんで、相手を倒す
タイミングを計る

て
で
、
柔
道
経
験
者
の
選
手
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
相
撲
に
は
な
い
、
予

想
外
の
動
き
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
外
国
人
選
手
は
、
体
の
大

き
な
人
が
多
い
の
で
す
が
、
姉
が
大
会

に
出
場
し
た
時
の
写
真
を
見
て
、
体
格

差
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
そ
れ
ほ
ど
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
で
す
。

―
―
普
段
の
練
習
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
ま
す
か

夏
は
週
３
回
、
冬
は
週
２
回
、
夕
方

に
２
時
間
ほ
ど
練
習
し
て
い
ま
す
。
夏

は
四
股
を
踏
ん
で
か
ら
、
す
り
足
、
筋

ト
レ
を
し
て
、
相
撲
を
と
り
ま
す
。
そ

の
後
に
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ
を
し
て
、
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
終
わ
り
で
す
。
冬
は

筋
ト
レ
が
中
心
で
す
。

練
習
は
、
幼
稚
園
く
ら
い
の
小
さ
な

子
か
ら
、
私
よ
り
も
年
上
の
人
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
が
参
加
し
、
男

女
一
緒
に
行
い
ま
す
。
男
子
と
練
習
す

る
こ
と
で
、
よ
り
鍛
え
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

い
つ
も
練
習
で
意
識
す
る
の
は
、
自

分
か
ら
動
い
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
相

撲
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
手
に

先
に
動
か
れ
る
と
、
ど
う
し
て
も
相
手

の
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

試
合
前
は
、
対
戦
相
手
の
試
合
の
ビ

デ
オ
な
ど
を
見
な
が
ら
、
作
戦
を
立
て

た
り
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

た
り
し
ま
す
。

姉
は
階
級
が
違
う
の
で
す
が
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
れ
る
し
、
お
互
い
に
い
い

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
試
合
で
は
、

二
人
で
勝
つ
と
喜
び
も
二
倍
、
負
け
る

と
悔
し
さ
も
二
倍
。
で
す
か
ら
、
二
人

で
一
緒
に
勝
ち
た
い
ね
、
と
い
つ
も
話

し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い

昨
年
優
勝
で
き
な
か
っ
た
大
会
で

は
、
次
回
こ
そ
優
勝
を
目
指
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
世
界
中
の
国
が
参
加
す
る

世
界
選
手
権
は
、
各
階
級
の
体
重
の
上

限
が
日
本
の
大
会
よ
り
も
上
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
国
内
で
い
え

ば
、
一
つ
上
の
階
級
の
人
た
ち
と
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
よ
り
も
、
ず
っ

と
体
の
大
き
い
選
手
が
参
加
し
ま
す
か

ら
、
厳
し
い
勝
負
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
可
能
な
ら
い
つ
か
、
出
場
し
た
い

で
す
。

大
学
で
は
、
保
健
体
育
教
育
を
学
ん

で
い
ま
す
。
相
撲
と
学
業
の
両
立
は
、

大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
相
撲
は
自

分
が
好
き
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、

や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
卒
業
後
は
、
中
学
校
の
体
育
教
師

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

か
ら
、
中
学
校
の
保
健
体
育
の
授
業
で

武
道
が
必
修
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
全

性
を
確
保
し
た
上
で
、
日
本
の
伝
統
的

な
競
技
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
あ
る
の

は
、
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

相
撲
は
相
手
が
い
な
い
と
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
礼
に
始
ま
っ
て
礼
に
終
わ

る
競
技
で
す
の
で
、
相
手
を
尊
重
す
る

気
持
ち
と
礼
儀
正
し
さ
が
身
に
つ
き
ま

す
。
で
す
か
ら
、
自
分
が
教
師
に
な
っ

た
時
に
、
生
徒
に
相
撲
を
教
え
ら
れ
る

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
う
れ
し
い
で
す
。

練習には幅広い年代の男女が参加する。
小学生とストレッチをする松浦さん

撮影／家老芳美
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